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前から①仮名消息（第 1～ 2 紙）、②
今様（第 3 ～ 5 紙途中）、③願文（第
5紙途中）、④和歌（第 5紙末尾～第 7
紙途中）、⑤結縁文（第 7紙後半）、⑥
和歌（第 8～ 13 紙）、⑦和歌（第 14 紙）、
⑧仮名消息（第 15 ～ 16 紙）、⑨和歌（第
19 ～ 20 紙）が書写されており、一部





















































































































































































































































































































































































































































































































【受 付 開 始】 12:00 ～       
【開 会 挨 拶】今西　祐一郎（国文学研究資料館長） 13:00 ～       
【第１セッション】司会　小山　順子（国文学研究資料館准教授）
研究発表
①朝鮮の古時調と日本の古典和歌の対比研究の試み　―自然素材に着目して― 13:10 ～ 13:40
曺　喜眞（東京外国語大学大学院博士課程）
②『歌舞髄脳記』の諸本をめぐって　―金春禅竹の芸術理論の成立過程を中心に 13:40 ～ 14:10
Magali BUGNE（ストラスブール大学大学院博士課程）
③有馬晴信のキリシタン語り物「日本に奇跡的に現れた十字架の事」
                 ―イエズス会日本文学運動の研究序説― 14:10 ～ 14:40
Patrick SCHWEMMER（プリンストン大学大学院博士課程、国文学研究資料館外来研究員）
【休憩（10 分）】 14:40 ～ 14:50
【第２セッション】司会　板坂　則子（専修大学教授）
研究発表
④林家の学術と歴史書の編纂 14:50 ～ 15:20
武田　祐樹（二松学舎大学大学院博士課程）
⑤井原西鶴『武道伝来記』論の前提を疑う 15:20 ～ 15:50
井上　泰至（防衛大学校教授、国文学研究資料館客員教授）
⑥『頼豪阿闍梨怪鼠伝』の構造－唐糸の物語を中心に－ 15:50 ～ 16:20
洪　晟準（東京大学大学院博士課程）
【休憩（10 分）】 16:20 ～ 16:30
【ショートセッション】司会　相田　満（国文学研究資料館准教授）
①『和漢朗詠集』「仙家」部所収の漢詩文の一考察 16:30 ～ 16:45
劉　一鳴（早稲田大学大学院博士課程）
②海外における連歌研究の動向と実作者の活動 16:45 ～ 17:00
生田　慶穂（お茶の水女子大学大学院博士課程）
③芳洲と『荘子』―三教合一論へのつながりを中心に 17:00 ～ 17:15
康　盛国（大阪大学大学院博士課程）
④〈キャラクター〉からの離脱―細田守『おおかみこどもの雨と雪』における人物表現 17:15 ～ 17:30
大橋　崇行（岐阜工業高等専門学校助教）
【事務連絡・会場移動】 17:30 ～       





【受 付 開 始】  9:30 ～       
【第３セッション】司会　伊藤　鉃也（国文学研究資料館教授）
研究発表
⑦西鶴浮世草子の中国語訳についての研究－銭稲孫訳『近松門左衛門・井原西鶴選集』を中心に 10:00 ～ 10:30
劉　　穎（安田女子大学非常勤講師）
⑧インドに於ける俳句の享受 10:30 ～ 11:00
Imran MOHAMMAD（専修大学大学院博士課程）
⑨18世紀初頭の人形浄瑠璃における新たな演技の共同体 11:00 ～ 11:30
Jyana BROWNE（ワシントン大学大学院博士課程、早稲田大学外国人研究員）
⑩ヤマタ・キクと能―フランスでの能の紹介と翻訳― 11:30 ～ 12:00
常田　槙子（早稲田大学大学院博士課程）
⑪『草枕』と遊仙文学 12:00 ～ 12:30
胡　穎芝（香港城市大学修士課程）
【休憩（90 分）昼食・ポスターセッション】 12:30 ～ 14:00
【シンポジウム】司会　中川　成美（立命館大学教授）





【総 括】 16:50 ～ 17:00
【ポスターセッション発表者】11 月 30日（土）～ 12月 1日（日）（発表者による説明あり）
●忠こその「孝」と「不孝」について
 趙　俊槐（北京外国語大学大学院博士課程、国文学研究資料館外来研究員）
●北村透谷試論――『蓬莱曲』を中心に            陳　璐（東京外国語大学大学院博士課程）
●探偵する形をとったマジック的なリアリズム小説－『色彩を持たない多崎つくると、彼の巡年の年』論
                               陳　高峰（愛知文教大学大学院博士課程）
●『伊勢物語』六十二段とその周辺－朱買臣説話との比較を通して－
 潘　明昭（南京大学大学院修士課程、奈良女子大学大学院交換留学生）
●続・中島敦「山月記」材源論：『論語』との関連           頼　衍宏（銘伝大学助理教授）






















日 時：平成 25年 11月 8日（金）13：30～ 17：00











○日 時：平成 26年 1月 11日（土）13：30～ 17：00（予定）
○会 場：国文学研究資料館大会議室
















〔願書受付期間〕平成 25年 11月 29日（金）～ 12月 5日（木）
〔選考方法〕修士論文等の審査、面接（平成 26年 1月 30日、31日予定）





































日 月 火 水 木 金 土
1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
12月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31
1月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31
●開館　9：30～ 18：00　●請求受付　9：30～ 12：00　13：00～ 17：00　●複写受付　9：30～ 16：00
ただし、土曜開館日は、
●開館　9：30～ 17：00　●請求受付　9：30～ 12：00　13：00～ 16：00　●複写受付　9：30～ 15：00
閲覧室カレンダー　2013 年 11 月～2014 年 1月

















2012 年 3月 22日刊）。漱石の小説の登場人物には、それぞれに異なった記憶があり、それが作
品内に異なった時間を生み出しているという先鋭な分析とそれらを漱石自身の『文学論』と引
き合わせるという精緻な論の作りが高く評価されました。
